
鶴
岡
市
立
図
書
館
の

問利
用
状
況
は
、

年
前
と

10

比
較
し
、
貸
出
冊
数
や
入

館
者
数
の
変
化
は
ど
う

か
。

利
用
状
況

教
育
部
長

は
、
平
成

年
度
か
ら
令

25

和
４
年
度
ま
で
の

年
間

10

で
は
横
ば
い
か
、
や
や
減

少
と
な
っ
て
い
る
。

貸
出
冊
数
は
、
平
成
25

年
度
の

万
５
２
８
５
を

38

１
０
０
と
し
た
場
合
、
令

和
２
年
度
が

、
４
年
度

86

は

と
い
う
状
況
だ
。

90新
規
登
録
者
数
は
、
令

和
元
年
度
か
ら
新
小
学
１

年
生
に
図
書
館
利
用
カ
ー

ド
を
発
行
し
た
こ
と
か

ら
、
平
成

年
度
の
２
４

25

４
９
人
か
ら
、
令
和
４
年

度
は
２
５
２
８
人
と
増
加

し
た
。現

在
の
図
書
館
は
昭

問和

年
に
開
館
し
、
築

60

39

年
に
な
り
、
建
物
の
老
朽

化
や
開
架
ス
ペ
ー
ス
が
不

足
し
、
２
階
の
郷
土
資
料

館
は
、
収
蔵
ス
ペ
ー
ス
が

不
足
し
て
い
る
。

他
自
治
体
で
建
設
さ
れ

た
図
書
館
で
は
、
図
書
館

は
静
か
に
利
用
す
る
場
と

い
う
従
来
の
あ
り
方
か

ら
、
静
か
に
利
用
し
た
い

人
た
ち
の
部
屋
や
ス
ペ
ー

ス
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
貸
し
会
議
室
な

ど
も
併
設
さ
れ
、
広
く
市

民
が
来
場
で
き
る
場
と
な

っ
て
い
る
。

運
転
免
許
を
持
た
な
い

子
ど
も
や
高
齢
者
が
、
公

共
交
通
を
使
い
、
気
軽
に

来
館
で
き
る
よ
う
な
設
置

場
所
も
重
要
だ
。

改
築
に
向
け
て
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
や
検
討
課
題
、

完
成
後
の
運
営
手
法
の
検

討
は
ど
う
か
。検

討
会
議
を

教
育
部
長

立
ち
上
げ
、
令
和
６
年
度

に
基
本
構
想
、
７
年
度
に

基
本
計
画
を
策
定
す
る
予

定
だ
。

子
ど
も
を
は
じ
め
様
々

な
立
場
の
人
か
ら
の
意
見

を
、
透
明
性
の
あ
る
開
か

れ
た
場
で
聞
く
機
会
を
設

け
、
運
営
手
法
に
つ
い
て

も
、
策
定
作
業
の
中
で
検

討
し
た
い
。

移
動
図
書
館
「
や
ま

問び
こ
号
」
は
、
平
成

年
21

度
に
導
入
さ
れ
、

年
目

15

と
な
り
更
新
時
期
を
迎
え

て
い
る
。

昨
年

月
に
開
催
さ
れ

12

た
図
書
館
協
議
会
で
は
、

委
員
か
ら
「
学
童
保
育
所

の
駐
車
場
に
移
動
図
書
館

が
来
て
く
れ

て
大
変
好
評

だ
っ
た
。
忙

し
く
て
図
書

館
に
連
れ
て

い
け
な
い
保

護
者
も
い
る

の
で
助
か
っ

た
」
と
い
っ

た
意
見
や

「
猛
暑
に
よ

、

り
、
夏
休
み
中
の
学
校
の

プ
ー
ル
開
放
や
図
書
の
貸

出
が
無
く
な
っ
た
学
校
も

あ
り
、
各
学
童
保
育
所
に

移
動
図
書
館
の
来
所
を
検

討
し
て
欲
し
い
」
と
い
っ

た
意
見
も
出
さ
れ
た
。

広
い
地
域
を
抱
え
る
本

市
に
と
っ
て
、
移
動
図
書

館
の
役
割
は
ま
す
ま
す
重

要
だ
が
、
車
両
更
新
は
検

討
し
て
い
る
か毎

月

日
間

教
育
部
長

20

前
後
運
行
し
て
お
り
、
小

学
校
や
コ
ミ
セ
ン
、
高
齢

者
施
設
な
ど
、
市
内

カ
54

所
を
巡
回
し
て
い
る
。

移
動
図
書
館
は
、
本
市

の
読
書
活
動
を
推
進
し
て

い
く
上
で
重
要
な
位
置
を

占
め
て
お
り
、
新
館
の
基

本
構
想
を
検
討
す
る
際
に

は
、
移
動
図
書
館
の
あ
り

方
に
つ
い
て
も
整
理
す
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

図
書
館
は
直
営
で
、

問住
民
参
加
を
大
切
に
し
て

こ
そ
サ
ー
ビ
ス
が
向
上
す

る
と
考
え
る
。

管
理
・
運
営
を
民
間
企

業
に
「
丸
投
げ
」
す
る
指

定
管
理
者
制
度
を
導
入
し

た
図
書
館
で
は
、
司
書
の

専
門
性
の
蓄
積
や
、

（
２
面
に
つ
づ
く
）

ǽ
ȓ
ဨ
Ǭ
ǡ
Ǯ
ဨ
ǟ
ၘ
ț
ڂ
º
֡
ૈ
ƪ

億
４
千
万
円
、
維
持
管
理
費
が
毎
年
７

千
万
円
と
い
う
費
用
を
投
じ
な
が
ら
、

生
産
者
の
要
望
に
そ
ぐ
わ
ず
、
果
樹
農

業
振
興
に
効
果
が
薄
い
「
箱
物
」
事
業

と
言
わ
ざ
る
を
得
ず
、
内
容
も
不
明
確

な
部
分
が
多
い
と
し
て
反
対
と
決
定
。

再
議
と
い
う
手
段
が
不
適
切
で
あ
る
こ

と
も
併
せ
て
事
前
に
県
に
知
ら
せ
、
議

案
を
撤
回
す
る
よ
う
促
し
ま
し
た
。

▽
自
民
党
は
知
事
選
を
念
頭
に
、
吉
村

県
政
の
混
乱
を
演
出
し
た
末
に
、
最
後

は
付
帯
決
議
で
条
件
を
つ
け
て
当
局
案

を
可
決
し
、
箱
物
建
設
自
体
は
進
め
る

積
も
り
だ
っ
た
よ
う
で
す
が
、
思
惑
が

大
き
く
外
れ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

▽
党
県
議
団
は
吉
村
県
政
に
対
し
て
、

県
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
る
施
策
に
は

賛
成
し
、
問
題
が
あ
る
場
合
は
反
対
の

態
度
も
取
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
、
そ

の
姿
勢
が
事
業
に
待
っ
た
を
か
け
る
事

（

）

に
な
り
ま
し
た
。

県
議

関

徹

▽
農
林
水
産

常
任
委
員
会

で
フ
ル
ー
ツ

ス
テ
ー
シ
ョ

ン
関
係
予
算

が
自
民
党
の

反
対
で
否
決
、
県
は
当
該
部
分
を
削
除

し
た
予
算
案
を
再
提
案
し
可
決
さ
れ
ま

し
た
。
フ
ル
ー
ツ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
一

旦
白
紙
で
す
。
当
初
予
算
案
否
決
は
山

形
県
議
会
史
上
初
の
事
態
で
し
た
。

、

、

▽
県
は

自
民
党
が
修
正
案
を
提
案
し

過
半
数
で
可
決
さ
れ
て
も

「
再
議
」

、

を
求
め
る
事
を
想
定
し
て
い
ま
し
た
。

再
議
に
附
さ
れ
た
議
案
は
３
分
の
２
の

賛
成
が
無
け
れ
ば
成
立
し
な
い
（

）
!?

た
め
、
自
公
で
は
２
議
席
足
り
ず
、
修

正
案
は
不
成
立
・
当
局
案
成
立
と
い
う

想
定
で
す
。

し
か
し
、
党
県
議
団
は
こ
の
事
業
に

つ
い
て
、
施
設
整
備
費
の
県
負
担
が
８

２３８８NO.
２０２４．３．２４
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新つるおかＨＰ

２
月

日
の
鶴
岡
市
議
会
３
月
定
例
会
一
般
質
問
で
、

29

日
本
共
産
党
の
長
谷
川
剛
議
員
は
、
①
市
立
図
書
館
、
②

市
民
の
安
全
安
心
に
つ
い
て
、
取
り
上
げ
ま
し
た
。

図
書
館
は
直
営
で
住
民
参
加
を
大
切
に



（
１
面
の
つ
づ
き
）

長
期
に
わ
た
る
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
形
成
、
読
書
の
自
由

の
保
障
の
面
な
ど
が
危
惧

さ
れ
て
い
る
。

本
市
の
図
書
館
は
、
大

正
４
年
の
開
設
か
ら
一
貫

し
て
直
営
で
運
営
さ
れ
、

市
民
の
読
書
活
動
も
活
発

に
行
わ
れ
て
お
り
、
改
築

に
当
た
っ
て
は
広
く
市
民

の
意
見
を
聴
き
、
更
な
る

充
実
が
図
ら
れ
る
よ
う
に

す
べ
き
だ
。

土木課入札結果（ ）内は予定価格
3月7日入札分

・馬場町泉町線道路改良工事(債務負担行為)（泉町地内）(入札4業者うち1業者辞
退)
(有)花正建設 3,000,000円（3,380,000円）工期～8/9（落札率88.76％）
・七軒町神明町線道路改良工事(債務負担行為)（三和町地内 ）(入札4業者うち1）
業者辞退)
(有)花正建設 4,000,000円（4,010,000円）工期～8/2（落札率99.75％）
・都市計画道路3・4・19号山王町本町線消雪用井戸さく井工事(債務負担行為) 本（
町一丁目地内）(入札7業者)

（ ） （ ）日本地下水開発(株) 44,000,000円 46,020,000円 工期～11/29 落札率95.61％
（ 、 ）・市道七日町柳橋線(柳橋)上部工工事(債務負担行為) 本町二丁目 三丁目地内

(入札3業者うち2業者辞退)
（ ） （ ）笠原建設工業(株) 108,000,000円 109,070,000円 工期～7/3/3 落札率99.02％

建築課入札結果（ ）内は予定価格
3月7日入札分

・市立朝暘第五小学校改築外構１期工事(南側)（切添町15番4号）(入札9業者うち
2業者辞退)
(株)佐藤組 49,100,000円（49,310,000円）工期～8/2（落札率99.57％）

鶴
岡
市
議
会
百
条
調
査

特
別
委
員
会
（
佐
藤
博
幸

委
員
長
）
が
、
５
日
の
本

会
議
で
終
結
を
決
め
ま
し

た
。百

条
委
は
、
２
０
２
２

年
１
月
に
自
公
会
派
の
多

数
で
設
置
さ
れ
（
共
産
党

市
議
団
は
反
対

、
２
年

）

２
カ
月
間
に

回
の
会

53

議
、
２
１
７
万
円
余
り
の

経
費
を
か
け
、
市
民
か
ら

大
き
な
批
判
を
受
け
て
、

よ
う
や
く
終
わ
り
ま
し

た
。皆

川
治
鶴
岡
市
長
の
寄

付
不
記
載
問
題
等
に
関
し

、

、

て
は

昨
年
９
月
議
会
で

調
査
報
告
書
を
自
公
会
派

の
委
員
の
賛
成
多
数
で
決

め

「
公
職
選
挙
法
に
抵

、
触
す
る
疑
い
が
あ
る
」
と

記
載
し
ま
し
た
が
、
告
発

の
動
き
は
な
く
「
疑
い
」

で
終
わ
り
ま
し
た
。

「
市
長
の
パ
ワ
ハ
ラ
疑

惑
」
に
関
し
て
は
、
退
職

者
を
含
め
１
２
７
１
人
に

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
、

人
19

に
証
人
尋
問
、
聞
き
取
り

や
書
面
に
よ
る
調
査
、
昨

年

月

日
に
皆
川
市
長

12

19

へ
の
証
人
尋
問
を
行
い
ま

し
た
。

し
か
し
、
最
終
報
告
書

は

「
パ
ワ
ー
・
ハ
ラ
ス

、
メ
ン
ト
と
な
り
得
る
言
動

が
あ
っ
た
と
判
断
し
た

が
、
裏
付
け
る
物
的
証
拠

が
確
認
で
き
ず
、
人
事
院

規
則
に
規
定
す
る
要
件
を

満
た
さ
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
パ
ワ
ー
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
と
認
定
す
る
こ
と
は

で
き
な
か
っ
た
」
と
結
論

づ
け

「
疑
惑
」
で
終
わ

、

り
ま
し
た
。

百
条
委
の
経
過
と
報
告

書
は
、
鶴
岡
市
議
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

新
婦
人
鶴
岡
支
部
第

回
定
期
大
会

36
新
日
本
婦
人
の
会
鶴

岡
支
部
（
佐
藤
真
知
子

支
部
長
）
の
第

回
定

36

期
大
会
が

日
、
鶴
岡

16

市
中
央
公
民
館
で
開
催

さ
れ
、
今
後
２
年
間
の

活
動
方
針
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

坂
本
昌
栄
議
員
も
参

加
し
ま
し
た
。

力
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
関

係
各
所
を
回
り
登
録
拡
大

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

退
団
を
希
望
す
る
場
合

に
は
、
火
災
な
ど
の
災
害

対
応
に
特
化
し
た
Ｏ
Ｂ
機

能
別
団
員
と
し
て
お
願
い

し
、
令
和
４
年
度
は
退
団

者
１
８
３
人
の
う
ち
、
約

１
割
が
再
入
団
し
て
い

る
。女

性
消
防
団
員
も
広
報

「
つ
る
お
か
」
で
特
集
を

組
ん
だ
と
こ
ろ
、
２
人
か

ら
入
団
の
申
し
込
み
が
あ

り
効
果
が
あ
っ
た
。

本
市
消
防
団
の
団
員

問定
数
は
３
１
２
０
人
だ

が
、
団
員
数
は
２
８
０
０

人
と
な
っ
て
い
る
。

団
員
が
減
少
し
て
い
る

現
状
を
踏
ま
え
、
消
防
団

活
動
で
は
、
事
業
所
等
の

協
力
が
不
可
欠
と
思
う
。

現
在
の
消
防
団
協
力
事

業
所
の
協
力
状
況
や
、
機

能
別
消
防
団
員
を
含
め
た

団
員
確
保
に
向
け
た
取
組

は
ど
う
か
。消

防
団
協
力
事

消
防
長

業
所
は
令
和
５
年

月
末

12

現
在
で
、

の
事
業
所
が

81

登
録
し
て
お
り
、
約
６
０

０
人
の
団
員
が
在
籍
し
て

い
る
。

し
か
し
、
消
防
団
に
お

け
る
い
わ
ゆ
る
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
団
員
が
約
２
２
０
０

人
で
、
そ
の
う
ち
協
力
事

業
所
登
録
は
約
３
割
に
留

ま
っ
て
い
る
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
団
員
が

活
動
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
が
必
要
で
、
今
後
は
団

員
の
い
る
事
業
所
の
み
な

ら
ず
、
経
済
団
体
、
業
界

団
体
に
も
広
く
理
解
と
協

消
防
団
員
確
保
の
取
り
組
み
は

末
が
衝
撃
を
感
知
し
て
自

動
通
報
さ
れ
た
ケ
ー
ス
は

あ
る
か
。

令
和
５
年
度
の

消
防
長

通
報
件
数
は
全
体
が
８
３

３
１
件
だ
が
、
そ
の
う
ち

自
動
的
な
通
報
は

件
14

で
、
そ
の
う
ち

件
は
誤

10

通
報
だ
っ
た
。

総
務
省
消
防
庁
発
表

問の
令
和
４
年
中
の
救
急
出

動
件
数
等
に
よ
る
と
、
救

急
自
動
車
に
よ
る
救
急
出

動
件
数
、
搬
送
人
員
は
、

と
も
に
対
前
年
比
で
大
幅

に
増
加
し
、
集
計
開
始
以

来
最
多
と
な
っ
て
い
る
。

本
市
に
お
け
る
救
急
車

の
出
動
回
数
と
、
現
場
到

着
ま
で
の
平
均
時
間
は
ど

う
か
。

ま
た
、
病
院
ま
で
の
搬

送
時
間
と
、
病
院
別
の
搬

送
件
数
は
ど
う
か
。

令
和
４
年
度
の

消
防
長

救
急
出
動
件
数
は
６
０
２

４
件
で
、
５
年
度
は
６
４

０
４
件
と
過
去
最
多
と
な

っ
て
い
る
。

現
場
到
着
ま
で
の
平
均

時
間
は
９
・
３
分
と
、
全

国
平
均
よ
り
短
い
。

通
報
か
ら
病
院
に
収
容

さ
れ
る
ま
で
の
平
均
時
間

は
、
令
和
４
年
度
が

分
42

で
、

年
度
が

・
９
分

5

40

と
短
く
な
っ
て
い
る
。

病
院
別
の
搬
送
件
数

は
、
荘
内
病
院
が
４
１
９

７
人
、
協
立
病
院
が
５
２

９
人
、
日
本
海
総
合
病
院

が
４
３
０
人
と
な
っ
て
い

る
。本

市
以
外
の
医
療
機
関

へ
の
搬
送
割
合
は

・
２

14

％
で
、
令
和

年
度
よ
り

4

１
・
６
ポ
イ
ン
ト
増
加
し

て
い
る
。

ス
マ
ホ
や
ス
マ
ー
ト

問ウ
オ
ッ
チ
な
ど
、
携
帯
端

救
急
搬
送
大
幅
増

本
市
の
状
況
は


